
 

 

 

 

岐⾩県恵那市の移住定住促進の取組み 

転入、転出の増減に伴う社会動態について、グラフの上段が転入

者、下段が転出者、まん中の折れ線グラフが、転入者数から転出者

数を差し引いた増減数になります。平成 17 年以降で転入者は約

1,000～1,800 人、転出者は約 1,400～2,000 人でそれぞれ

推移しており、いずれの年も転出者数が転入者数を上回っており、

社会動態減となっています。 

 

総人口は平成 31 年以降で緩やかに減少しています。年齢層別

では、０～14 歳及び 65 歳以上は令和３年以降で減少、15 歳～

64 歳は平成 31 年以降継続して減少しています。市全体として

は緩やかに少子高齢化が進んでいます。 

 

平成 26 年から令和 6 年 4 月 1 日までの総人口と世帯数の推移に

ついて、総人口は継続して減少傾向にあり、平成 26 年では

53,327 人でしたが、令和２年からは 50,000 人を下回っており、

令和６年４月１日では 46,450 人となりました。人口は減少傾向で

すが、世帯数は令和 6 年では 19,936 世帯で微増傾向です。 



 

恵那市へ移住し、定住する⼈を増やすために 
恵那に暮らす私たちが、恵那市の魅⼒に気づき、 

その魅⼒を外に向けて発信していきます。 
 

●全国人口 3万人から 5万人未満の市 

●東海エリア部門の総合部門で第 1 位に！！ 

月刊誌「田舎暮らしの本」（宝島社）2 月号の「2024 年第 12 回住みたい

田舎ベストランキング」で、恵那市が全国「人口 3 万人から 5 万人未満の

市」の総合部門で第 1 位に選ばれました。  

また、「東海エリア部門」、「子育て世代が住みたい田舎部門」、「シニア世代

が住みたい田舎部門」でも第 1 位にランクし、本市が住みやすいまちとし

て高く評価されました。 

市の施策として、子育て世代の支援では、高校生世代までの医療費無償化

や多子世帯の児童福祉サービス利用料の免除、第 3 子以降の出産祝い金

の支給などを充実。  

シニア世代の支援では、デマンド交通や、まちなか巡回バスを始めるなど、

交通弱者に対しての施策を実施しているほか、交通コンシェルジュ制度や、

えーなワンコインパスポートの事業など、さまざまな角度から、「住みやす

い恵那市」を目指して取り組んだことが評価されました。 


